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第3部第2章
数と計算・数と式
???
算数・数学教育における f数と計算J及び f数と式l領域の指導内容に焦点を当てて，わが国における戦後のお霊
を学習指導要領の改訂に即して整理するとともに，主な変克朗こついて考察を行った結果，主として次の3点が明ら
かになった.(1)昭和20年代の「生活単元学習J瑚℃と昭和30年代の「系統学習J附勺との問にはこの領域の指
導内容と指導時期についてかなりの相違がみられる.(2)昭和 33年の学習指導要領に示された内容がその後の平成
元年までの原型となっていたが，このたびの改訂により，数の計算が軽減され，小数・分数の導入と計算が1年引き
下げられ，文字試が中学校に移行統合される形になってし、る.(3)中学校・高等学校での不等式・対呈式の取り扱い
は，今日徐々に軽;演されてきている.
， .はじめに
本論では，数と式及び計算の指導内容が戦後どう変わ
ったかを，学習指導要領の改訂に即してみていくことに
するその際，小学校・中学校・高等学校におけるこれ
らの内容のお霊を総合的にとらえるとともに，各学年で
どのような内容が指導内容として位置づけられてきた
かを明らかにすることを主たる目的とする.
そのため，以下の考察においては，文部省の学習指導
要領などを基礎資料として用いることにする.
2. r数と計算」の指導内容の変遷
まず，数とその四則計算に関わる指導内容の変遷をみ
てみよう.これを学習指導要領に基づいて整理すると，
表1，2， 3， 4のようになる.
昭和22年(1947年)の試案に示された「数と計算jの
指導内容を，戦前の『青表紙耕ヰ書』のそれと比較する
と，小学校5年に位置づけられていた分数の四則計算が
6年に移されている.そして，昭和26年(1951年)の試
案では，乗法の九九は3年，二位数による除法は5年，
分数の乗除は中学校1年，正の数・負の数とその四則計
算が中学校2年に移されるなど，全脚句にみて指導時期
に関して 1 年~2年程度の引き下げがみられる(表1).
昭和30年代の「系統学習j時代の学習指導要領では，
こうした昭和20年代の f生活単元学習J時代に行われ
た指導時期の引き下げを，再び引き上げる形の改訂が行
われている.例えは簡単な二位数と一位数の加減は1
年，乗法九九は2年，二位数による除法は4年，分数の
乗除は6年，そして正の数・負の数とその四則計算は中
学校1年に移されている(表2).この昭和 30年代の学
習指導要領に示された指導内容とその指導時期は，その
後の平成元年までのそれらの原型となっている，といえ
よう.
昭和40年代の「数学教間見代化j時代の学習指導要
領では，小学校において分数の四則計算を完成させるこ
とにした点を除いて，小学校においては変化はみられな
い.しかし，中学校においては，数の集合のもつ構造が
2年の指導内容として新たに取り入れられている(表2).
昭和50年代の「基礎・基本J時代の学習指導要領で
は，中学校での数の集合のもつ構造が削除されている
(表3). この時代には指導内容の精選が叫ばれたが，数
と計算に関しては大きな変更はみられない.
平成元年(1989憎の学習指導要領では，小学校におい
てはほとんど、変更はなかったが，中学校及び高等学校に
おいて多少の変更がなされている.それは，それまで中
学1年に位置づけられていた整数の性質や近似値が他
学年に移されたことである.また，高等学校では，実数
や複素数に関する内容が選択科目の中に位置づけられ
た.
そして，平成 10年(1998年)の学習f倖導要領では，指
導時数の削減に伴って，小学校においては数の計算が軽
減され，小数・分数の導入と計算が1年引き下げられて
いる.そのかわり，数や四則計算の意味や四則計算の性
質の活用が重視されている.また，中学校においては数
の表現に関する内容が削除されている(表4).
3. r式と計算」の指導内容の変遷
次に，式とその計算に関わる指導内容の変遷をみてみ
よう.これについて整理したものが，表5である.なお，
ここでは文字式だけでなく，これと密接に関連するので，
小学校における数量関係の領域に位置づけられる式に
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表1. 学習指導要領における「数と計算」の指導内容の変遷(その 1) 
昭干日22年学習指導要領{試案) 日目f日26年学習指将要領(試案)
数 加法・減法 乗法・除法 数 1m法・減1; 乗法・除法
1年 -続10んまだでりの書数いをた数りえすたるり. -意味及び相互関係 ・位5半0分取ま.でりの半原分数埋のを半lfI分いる
-意味を知る ・意す味るの ~~J也を墜に
小 2年 '100までの数
・燥が2(位初り上の数が加ま10減でり以.のt下E概加)り算減下 ・意乗等味法分除の九埋九・解包含除の -・.概5位l/0数2取.まをりJで/見の3の原.附放理る1/を4用いる lE三m位械詰2のま減筆絢ま算で互法の関形九加主式係成 1一i 味腹る1告の念の素概を念伺地やいを抽て霊にのす憲
学 3年 -単位分数
そ加分ろ減減ばの母分ん筆を使って ・暗算一位に数よ数るX 数 -・小5位や0数取さ0をましり用でのい原の分い型放数るのを(用杭単強位い分る数) 加三位援設の混まで合の算加減 ら 乗単乗除訟位の分と意結相殺味び互の関意付左味九係け九るを
・加同の 算数形加式 三一~tt+基数基
の減 数4 二位数
校 4年 ・小l{数章未や満小の数点数の意味 -いもつくつ数か量のの加単位減を ・-乗3除1位立の数筆ま算で形の除式乗法
・相5十分0対進数0及的位まな取びで大小りのt数き日訟数のさを及法大用び小い概る数 回その位jろn哨2ば1んまでをの使加っ減て 白 相二乗一互降位関の欽教係2にXg算二よ形iる立除式政法
四則前算の
5年 ・歩笠概数合数やや分百数分に率ついての倍関係 -・小その数ろ乗除のばん乗除を使つて ・分小10数紋0のと0相分0等数ま関ので相係の互数関を係用いる そ同小分数ろば母ん分来で数法のの加加減減 三二位数数x=位る除数法
の ・小の除によ法
6年 -分数 分数の回目'1計算
-・概割分数合の.大百分小率・比及び比の値 -そろばん 四jいft三lO計位の算処数理による除法
分数の
中 1年 -正の数・負の数 正の数・負の数の四則計算
・分比1兆数・及歩以上び合小の・数百分~ 笠数・小数・分数の四則計算
四l'計算のl.!i礎になる法則の理解と適用
学
2年 -平方数・平方恨数 平方数・平方線数の表を用いる .iEの数・負の数 正の数・負の放の四則計算
佼
3年 数と計算方法の歴史及び生活とのかかわり -平方数・平方偲 平方数の計算及び平方恨の数衰の利用
高等学校 . ~1I素数 彼素数の四則計算 .t襲来欽 t宣禁致の四則計算
表2. 学習指導要領における「数と計算Jの指導内容の変遷(その2) 
昭f日33年学百指導iJli領 附利43年学習指導要領
数 加法・減法 来w・除法 数 11ik. ð~法 来it.除法
1年
二m数1読0のんま位までど数系での列り放書取2及5をのい位び歓た納の紋え成数のりた字す大りの小る，窓 加嶋ニ{械減合童が数と川そとのい}記位勺れ号数のる ま等《ヨ民分と地めしとてたな数りるえす経たる験り} iあ2のしをた系歎政…す及他務のとト大関数のを小係位川}いて 簡附場減合単まなで{M意位味}数 1る 等ま{と悶礎前し りすえー たるり
伎のる 列のをり びのるし数方数{ づ..けmるf : 'nli!litJ: 2 の加 埋基分 的)たな」との
・順味序
小 2年
目品前2で毅務自主表し方員E長減昔話紅の1F白剛 苦乗言怯但九九ぬ号る 抗千1/の2.議位1/3Eなヒど2の1簡:ア単吋な分酎散 3tMz械2君の性相主互5質関2の係2活用減 1Il 2乗2法が九n九jいられる
のI考味え方の基憾 の理の {1形13  . i 
3年
位1数分小00取の数致倍0傍りま{の1分き0/で師表n01の俄恩Uしの散の方位10の1/理程ま成10解度でみの} } 左表し方: 四加位純散の3まfでnの1工n叫夫
-万の倍の数位 ・加減数の性ん分に質数の活用 -乗法の性筆質算の活用
学 大きさの
-除瑚乗一 のが致と関mそにx一係いのよ 問法る
数小10 及~び1き00表分倍放し方の1/表10しの方大きさの: 小そ減ろば のよ加る加減 -除乗3位法1I去立の数第x21.形立除数式
l の数に扮よ2: る 法
4年
車小単分産数位歎位取り記数法 小問そ誠数分ろの母ば加分ん開減数に聞のよの1るn窓w加味p.1U目=相Z除小乗互E致訟数放除関がのがの係三筆二盤位算数2形数にま式まよでる 意車概小分・進味E紋数K兆('L最どりのZ己単政住 小同そ随数分ろの母ば加分ん減数に凶のよ蜘加る減加怠n，j;と小乗;f慣扉数致の仁盤よ歎にる除よ法る
分の-分相数の等関意と味f係E数との大関小係校 のの意表味し方とそとの分子表.し方分母の
5年 十盤の百飽進E関分K兆及率散係なのぴ理小どの解放単と位分歓~の伺互 小そ誕異散分ろの母ば加分ん減数1:のよ加るゅ加ai  小分乗除数放のの梁笹詠歎1:よる 控{分百寸商避致分舷政の約の及分初館理び数等 {奇数 例紋} 異分保分散の加減 . .小E散の除醐法 ー
数 併の大i口h 深化
.・ 除数の Lよる
の率 小 ' 
及び歩合 歩
6年 -阪笠比数 回則の意・分味数 -関笠歓係./1、数と分数との相互の 四来則計算の可て-分能成数性りの立乗つ除tl べ.ら小れ数る及こびと分数の大小が -分数の加減 の乗除 加法・ 1去に開し 質
l年
-・近f正Eの似数の2値t佐・C賀負i(約数と数・倍数) 問問iEにのつ~い-て負の，相数計の互算関困尺係問にや計よ法算る則乗除
iE【昭ZF利E4E{5長計4下Z中2T学r有校効学gE数習字E指}化導儲要領m中 ( の差 有効数字)
正の数・負の数の四則計算
学
;・計算尺による来除: . ・. 
校 2年 .iEの数・負の数の埋院の深化iEの数・負の数の四日'1計算の一周の習烈 -数の集合のもつ腕i量
3年 -平方恨(有思数・無理数) 平方恨表のや1mと計算法則の適用 -平方恨{無理数・実数} :平方恨表や計算尺の{11mと問lFな式の計算
高等学校 但[間1利3数35年指高数の等学肱校悦学習・対結数導要領・拘禁歓致学のI四] 実[昭数利4惚5年索高歎等学・指校数学・目対指数導要領 数学1. 日'1 .M数計算と計算尺の原理・ ・ . 実数のfA算
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表3. 学習指導要領における「数と計算Jの指導内容の変選(その3)
昭利52年学習指理事要領 平成元年学習指将要領
数 加法・減法 乗法・除法 致 加法・減法 ~法・除法
I年
周象あも2の位いるて大歓の放個rの正をi、及他紘愛しびの'<し順表放カ序すと関な(十政係どの系づを訟位列け}をる 加場閥減械合単まがなで《童用21味い童}数られの加る 等ま分とめしたて敬りすえたるり 聞訟Zも2の位のいるて大の震数個正小のを及植数表しのぴ〈し順表踊冨カ序すEな同【紘係ど十のづ系を位列i鉱}をる 簡減加場減単主合Uでがt用登2位い号制数らのれ加る 等ま分とめしてたEり生すえたるり
2年
-取千4位のり位数記数まで法.につ大い小て，順.序十進位 ・加3減位減の数の相性筆ま互で算質関の形の係加f式z減m ・-乗場乗法合I去がの九用性九い質のられ活用る -・千取数4位のり位相数記対数まで的法大.につ大き小いさて.順，序十進位 ・加3位減減の数の性相筆ま互で算質関の形の加活係式用減 ・場乗法合がの九用性九質いのられ活用る
3年
-・小万数10の数1音及位.書ぴ1き0分表1岳数し.の方1/表10しの方大きさの ・加減小そ減数ろのば・性分ん質数にのよ活加る用減加 E誌l法位訟法位のの政当師筆位にx医E算よ2 Z式2Km 万小1数散0のの敏音位書相及対び1き0咽的分表倫大数し方のき1/哀さ10しの方大きさの 加，そ減1、械数ろのば・佐分ん賀散にのよ話JるDm減加 器身東31長法削法位t位Eのの数翠佐味賀算よ2 の形位f式数a周学
の数 形る式除i1 の数意筆に× 形る除式法
4年 妓飽設指問など。の記単数位怯 '問1、放分の母加分滅般四の買加の崎怠昭まと・小穿2性3位歎余質放のに繁よ歎にる除よ法る
億十概小分進散歎兆位のとな取そ窓表の味どりしの紀よ方とそ単数さ位注のの意哀味し方 小同量細数分ろのEばS加分ん涼数に闘のよ員加るの減加怠礁と除録2佐位法賀数ののに蜘性よ質のるに除活よ法用る l 
校 のの意表味し方とやそのそ表の意し方味
異。分差5草の分見~削の加誠 小m歎の…除法5年
';EiKのE1分銅i:{奇ii数:・偶れZ引&) 異分母分数の加唱 i : ~量j、飲産の除融法 ‘倍十分隻百数進数散分の散の率分約の及相哩等びM数怖.SFt奇の大合数際小化ー伺t)の による
6年
度笠数がをや不表小確す数定のなにと分事も用数象のい相起ら互れこ関る 程係
四則計算の可能性 -分散の*除
分数の乗除
l年
-近盤数正数の性の数1直性質質)負 (素数， 約数・{吉 -正の数・負の数 正の数・負の数の四則計算中
似の ・ の数 正の数・負の数の四則計算
学
校 2!f- -数の表現 (2進法.近似値)
3年 -平方栂(有理数・無理数) 数の平方根を含む簡単な式の計算 -平方恨(有理数・無理数}・~数 数の平方綬を含む簡単な式の計算
高等学校 実[6日数和5f3質年素高数等学校学習指滑要領 数学1I ・実[平数成[元数学年A高]等学・1望校素学数習[指数学導B要]領.実]数の演算[数学AI傾素数の演算[数学BI実歎の演算
: 一 一一
表4. 学習指潟要領における『数と計算j の指溝内容の変遷{その4)
関わる内容や，中学校・高等学校における方程式や不等
式に関わる内容をも含めて考えることにする.また，昭
和22年(1947年)及び23年(1948年)の誤案にはこのよ
うな式に関わる内容についての明確な記述が少ないの
で，表5には，昭和26年(1951年)の試案以降のものを
示している.
l年
21ド
3年
学
4年
校
5年
6年
I 年
中 2年
学 3年1史
高等学校
平成10年学習指導要領
数 ! 加法・減法 乗法・除法
自散a1b9etのるま哩大散で小をのg仙fk歎uの〈の塁a肢闘裂手rとFし守，関方ft係産Zづ系列EηFるi 総加1位福b震JEとU1位MSまの 蒜tztおり
・-取数干4の1り立相位数記対数ま的で法大，につ大き小いさ.て.順I十F進位 ・-加2減位減の数の性相筆ま質互で算関の形活加式係用減 ・場乗法合法がの九m性九い質のられ活用る
5致き2のさFの相設対山の的色大'きき町表さし刻方3H Aそ路品ろ2ばん25に2よ儲る加 略E31位語Eの2段歎2怠にX5味よ2位Bる際F震陸
億a小しz紋方2位及Eな取びど分。の師tの単位法蜜蜂とその表 -・小数1/の歎lOJのm加位減減まのでの意味小 ・除2位法の数佐筆に賀算よの形る除活式用法
27i量分器欄(i等歩iii巴表 jiiiii!5 
教，l/、の数10の乗位除乗除まので意の味小
の事 合にもふれる}
・約分数数の・倍相等数. 大小 -異(真分分母分数数との真加分減数}ji: -Jq分く責数の簡{得乗の見除分の数積意をり除味
'iEの数負の数 正の数・負の援の四則dtJ
平業{方平数根方根表は取り級わない) 散の平方栂を含む簡単な式の計算
鞍担{ZR埋倹t設IEi・生i42車F 甑F学習胴裏領]理1数実数の演算[数学1]
この式と計算に関する指導内容と指導時期について
も，表5からわかるように，昭和33年(1958年)の学習
指導要領に示されたものがその後の平成元年までの原
型といえる.昭和30年代の「系統学習Jや「数学的考
え方Jの重視の方針に則って，小学校の段階から徐々に，
数量関係を式に表したりよんだりすること，公式の形に
表したり活用したりすること，口などの記号やxなどの
文字を用いることが，指導内容として取り入れられてい
る.また，中学校においては，こうした基礎の上に，文
字式の乗除の表し方の規約やその計算，一次方程式や二
次方程式が指導内容として位置づけられている.さらに，
昭和35年(1960年)の高等学校学習指導要領では，分数
式や無理式及び高次方程式，二次不等式などが指導内容
とされている.
昭和40年代には，小学校3年で数量を表す口，ムな
どの記号を用いること 5年で数量を表すことばや口，
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表5. 学習指導要領における「式と計算Jの指導内容の変選
昭和26年 昭fO33年 Dlf日43年 昭和52年 平成元年 平成10年
l年 -加減の記号を用いて式を -加irqtが用いられる烏合を -加減が用いられる馬台を
かいたり読んだりする 式で表したり式をよんだ 式で表したり式をよんだ
りする りする
2年 -具体的なことがらの関係 -数量の関係を式に表した -事柄や関係を式を用いて .jft法が用いられる烏合を 乗法が用いられる用合を
を.加減乗の記号を用い り式をよんだりすること 簡潔に表したり.式をよ 式で表したり式をよんだ 式で表したり式をよんだ
て式に表したりそれらを (等号・不等号を用いる) んだりする りする りする
読んだりする {等号・不等号を用いる) -事柄や関係を式を用いて
間潔に表したり.式をよ
んだりする(等号・不等
号を用いる)
3年 -式を用いる 数量の関係を公式にまと -数!iの関係を公式に形に -数量の関係を公式の形に 除法が用いられる符合を -除法が用いられる間合を
める{ことばの式) 表す 表す 式で表したり式をよんだ 式で表したり式をよんだ
-未知のものが口などで表 -数量をO.6などを用い -数量を口などを用いて表 りする りする
された式を作る て表したり.それらにあ したり.それに当てはま 関係を公式の形に表し.
学 てはまる数を調べたりす る数を調べたりする よむ
る -数量を口などを用いて表
し.それにあてはまる数
を調ぺる
4年 -式を一つにまとめる -四11混合の式の計算1自序 -四則の混合した式や( ) -四則の混合した式や( ) -四則の混合した式や( ) -除法について.被除数.
-かっこを用いて式を かっこを用いた式が作れ を用いた式の意味や計算 を用いた式の意味や計算 を用いた式の意味や計算 除数.商及び余りの問の
書く る -等号の性質 -公式についての考え方 -公式についての考え方 関係を式にまとめる
等号の意味 公式についての考え方を -ロ.6などを用いたり. -口.6などを用いたり， 四則の混合した式や( ) 
簡単な数量の関係を公式 理解し.それを用いる それらにあてはまる数を それらにあてはまる数を を用いた式の意味や計算
の形にまとめ.それを用 調べる 調べる -公式についての考え方を
佼 いる 理解し公式を用いる
5年 -等号の意味を知る 数量的な問題の処理に， 公式などの示している関 -公式などの示している関 -公式などの表している関 -四則に関して成り立つ性
式を有効に用いる !系カt.霊数.小数などに 係が.整数・小数などに 係が.盤数・小致などに 貨についてまとめる
-未知のものにxなどの文 かかわらず用いられる かかわらず用いられる ついても用いられる {ロ.6などの使用)
字を使って数量関係を式 -数置を表すことばやロ. -数還を表すことぼやロ. -数量を表すことばや口. -公式などの表している関
に表し.逆p.でxの!直を Aなどの代わりにa.X 6などの代わりにa. X 6などの代わりにa. X 係が，笠数・小数などに
求める などの文字を用いたり. などの文字を用いる などの文字を用い.それ ついても用いられる
-公式をより一位的に用い それにあてはまる値を求 らに数を当てはめて銅ぺ
る める る
6年 -式や公式を分数の烏合に -式を分数も含めて適用す
も適用し.それらによっ る
て表される関係をよりー -式の表す関係を.加法.
般的にみていく 乗法など，式の形に着目
してとらえる
1年 -文字を用いて.数量やそ [昭和44年] -文字式における乗除の表 -文字を用いる -文字を用いる
の問の関係や法則を式に 文字を用いて式に表す し方 -文字式における君主除の表 -文字式における乗除の表
表現する -文字式における乗降、の表 -ー 次式の加減 し方 し方
中 -数の代わりの記号として し方の規約 -方程式の意味 -一次式の加減 -一次式の加減
の文字 -一次式の加減 -等式の性質と一元一次方 -方程式の意味 -方程式の意味
文字に数値を代入する -方程式・不等式の意味 程式 -等式の性質と一元ー次方 -等式の性質と一元ー次
-文字式の乗除の表し方の -等式の性質と一次方程式 程式 方程式
規約
-逆s:で文字の値を求める
2年 -昆や関係を文字や式 -文字及ぴ文字式の意味 -文字式の四日1I計算 -文字式の四則計算 -文字式の四則計算 -文字式の四則計算
学 によって表す(等号 -文字式の計算 -不等式の性質 -文字式の利用 (笠式の加減) (y式の加減}
-不等号} (多項式の加減} -ー 元一:欠不等式 -簡単な等式変形 (単項式の乗除) (単項式の乗除)
-文字式の~除の表し {単項式による乗除} -二元一:大方程式 -不等式の住民と一次不等 -文字式の利用 -文字式の利用
方 -等式の性質 -一次方程式や一元一次不 式 -簡単な等式変形 -簡単な等式変形
'Xなどの使用 -一次方程式・連立二元一 等式の連立 -二元一次方程式 -不等式の性質と一次不等 -連立二元一次方程式
-等式の佐賀 次方程式 -一次方程式と不等式の連 式
-簡単な方程式 立 -連立二元一次方程式
校 3年 -一次方程式 -式の計算{乗法公式によ -一次式の乗法 -一次式の乗法 -一次式の乗法 -一次式の乗法
-連立一次方程式 る展開と因数分解} -乗;1;公式を用いた式の展 -乗法公式を用いた式の展 -乗法公式を用いた式の展 -乗法公式を用いた式の展
-等式の変形 -式を文字で置き換える方 聞と因数分解 開と因数分解 開と因数分解 問と因数分解
-文字を含んだ式(単 法 -二次方程式(実歓鰐をも -二次方程式(因数分解. -二次方程式(因数分解， -簡単な二次方程式
項式}の計算 -数係数の二:大方程式(実 つ甥合} 併の公式など} 解の公式など} (因数分解による程度)
-式の展開.図fl:分解 担をもっ明合) -二元一次不等式 (解の公式は取り級わな
-連立二元ー次方程式 い}
WlliI1 [昭和35年1[政学 1 [昭和45年1[数学 1 [昭如53年1[数学 1 [数学 1 [平成11年]
.~式・分散式の回目'1 '!l式と分散式のHJJ -笠式・有理式の決算 -笠式・有理式 -二次方程式と二次不等式 [数学1)
-連立一次方程式 -無理式 -実係数の二次方程式 -二次方程式 {実数解をもつもののみ} -一次不等式
高等学段 -二次方程式{慢と係 -二次方程式{約百'1式など} -方程式と因数定理 -簡単な高次方程式 [数学A1 -二次方程式と二次不等
数の関係.判別式} -分数方程式・祭壇方程式 '1!1i単な絶対不等式 -連立方程式 -笠式 式(実数併をもつもの
-等式・不等式の佐賀 .;e;次方程式 -歎係歓の二次不等式 -二次不等式 -等式と不等式 のみ)
-分政方程式・焦理方 -連立二元二次方程式 -式とU:明 [数学B1 [数学11
程式 -一次不等式・二次不等式 .1望素数と二次方程式 '!l式の除法.分散式
-比例式の性質 .1望素数と二次方程式
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ムなどの代わりにa，Xなど、の文字を用いることなどが
指導されるようになった.また，中学校においては， 1 
年で一次式の加滅等式の性質と一次方程式 2年では
不等式の性質と一次不等式， 3年では一次式の乗除と二
次方程式が主たる指幕内容として位置づけられた.なお，
この時代の大きな鞘教は，方程式と不等式を統合的にみ
るとし、う見方が強調されたことである.
昭和50年代になると，小学校3年で口， 4年で口，
ム， 5年でa，Xを用いるというように，文字の使用と
文字式への接続に，より一層西自重されるようになった.
他方，中学校では3年の二元一次不等式が削除されてい
る.
平成元年(1989年)には，1]、判交では加減乗除が指導さ
れる当該学年で，それらが用いられる場合を式に表した
り式をよんだりすることが強調されるようになった.中
学校では，一次方程式と一次不等式の連立が削除された.
また，高等学校では方程式や不等式に関する内容の取扱
いが鞠棄された形になっている.
そして，平成 10年(1998哨の学習f毘導要領では，指
導時数の削減に伴って，小学校では不等号が削除され，
数量を表す口，ムなどの記号の使用が1年引き下げられ，
式に表したり式をよんだりすることが一層重視されて
いる.そして，小学校では a，Xなどの文字を使用せ
ず，文字式は中学校へ移行統合されることとなった.さ
らに，中学校では，不等式の性質と一次不等式出削除さ
れ，二次方程式については，解の公式を取り扱わず，因
数分解によって解くことのできる簡単なものに限られ
ている.これら中学校で削除された内容は，高等学校の
「数学IJに移行統合されている.
4.おわりに
本論では，わが国の戦後の算数・数学教育における「数
と計算J及び「数と式j領域の指導内容の笈還を，数と
計算，式と計算の観fまから学習指導要領の改訂に即して
整理するとともに，主な変更点について考察を行った.
その結果，主として次の3点が明らかになった.
(1)昭和20年代の「生活単元学習j時代と昭和30年
代の『系統学習j時代との問には，この領域の指導内容
と指導時期についてかなりの相違がみられる.
(2)昭和 33年の学習指導要領に示された内容がその
後の平成元年までの原型となっていたが，このたびの平
成 10年の改訂により，数の計算が鞠或され，小数・分
数の導入と計算が1年引き下げられ，文字式が中学校に
移行統合される形になっている.
(3)中学校・高等学校での不等式・方程式の取り扱い
は，今日徐々に軽減されてきている.
一般に，教育は，各時代の社会的要請や児童・生徒の
要請などに応ずる意図的・計画的営みであり，各時代を
貫く継続的営みでもある.算数・数学教育もその例外で
はなかろう.この意味で，今後の算数・数学教育におい
ては，過去と現在を踏まえかっ未来を貝過して，数と計
算及L.r数と式の静幕内容や時期について，それらの目標
や方法，評価等と関連させて，考えj続けることが重要な
課題である.
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